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地域の専門医不足をサポートする「遠隔医療画像診断サービス」

株式会社医療福祉工学研究所

代表取締役　門田　　章
もんでん あきら

　山口県内外の医療機関からネットワークを介して送られてくる医療画像を読影診断し、コンサルティングレポートを作成・提供す
る「遠隔医療画像診断サービス」事業により、地域医療機関の専門医不足をサポートしている。山口大学医学部付属病院に隣
接するセンター内には、DICOMサーバー1セットと読影ビューア4セットが設置されている。地域医療機関と接続するネットワークは
他のネットワークとは分離された独自のIP-VPN網が構築され、データのバックアップもデーターセンターで保管されるなど、万全な
セキュリティ体制が確保されている。画像の読影レポートは、山口大学医学部付属病院の専門医が作成するため、医師不足を補
うだけでなく、より専門性の高い専門医による診断が可能であり、過疎地であっても、都市部と同質の高度な医療をタイムリーに
受けられる。将来的には、子育て中の女性専門医が在宅で勤務することで、女性の活躍の機会が広がることも期待されている。

　㈱医療福祉工学研究所は、平成16年に医療・福祉分野を中心に山口大学工学部の研究成果を商品化・事業化することを目的に設立
された大学発のベンチャー企業である。「遠隔医療画像診断サービス」事業は、平成18年に山口大学医学部・付属病院に隣接した宇部市
メデイカルクリエイティブセンターに山口医療画像研究センターを開設し、山口大学医学部放射線医学部門の協力を得て開始した。地方の
医療機関にも、ＣＴ・ＭＲＩ等の設備の導入は進んでいるが、医療画像の診断にあたる専門医の確保が困難な状況にあり、このサービスの利
用により地域の医療機関でも都市部と同質の高度な医療をタイムリー受けることが可能となる。山口県を中心に32の医療機関と契約し、
年間約4万件のサービスを行い地域医療へ貢献している。また、医療画像を用いて、新薬の効果判定を実施するビジネスへも挑戦している。



ー 11 ー


